
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「きみろん１５」は、１５年後の君が今日の新聞を

読んだら、どう読むのか。君の仕事や生活の視点から、

どんな記事に注目するのか。そんな問いかけから始ま

ります。 

１５年後の君は、きっと、その記事を鵜呑みにせず、

一歩引いてその記事が伝えるものを客観的に捉えよ

うとするはずです。そのような姿勢で情報を受け入れ

ることを、「批判的思考力」と呼んでいます。 

「批判的」というと日本ではネガティブな印象です

が、実は、「何かそこに疑問を見つけ出す」という研

究テーマを発見する最初の一歩なのです。英語では

「クリティカルシンキング」といいます。 

 

 「きみろん１５」は、１５年後の君は何をして

いるのか。何者になっているのか。まず、君のプ

ロフィール作りからスタートする。これはテキス

トにあるプロフィールの例。 

（「きみろん」のテキストから） 

きみろん１５ 

「きみろん」のテキストは、まず「きみろん１５」

からはじまります。どんな風にテキストが作られてい

るか。簡単に説明しましょう。右の資料は、「きみろん」

のテキストに掲載されているものの抜粋です。 

 

君のプロフィール１５年後 

１５年後の君が 

今日の新聞を読んだら・・・ 

右の図は、テキストにある１５年後のプロフィー

ル」の例です。宮崎大学の農学部大学院を出て、木城

という美しい山村の役場に勤める宮西あさひ君。彼

は、どんな新聞記事に注目したのでしょうか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このあと、この記事を架空の生徒

たちがどのように読んでいったのか

が、吹き出しつきで説明され、次第

に、「下町ボブスレー」がオリンピッ

クに採用されなかった背景が明らか

になっていきます。 

 そこには「下町」イコール「世界有

数の技術」という誤解が隠れている

ことを見つけ出していくのです。 

 でも、サバとどう関係しているの

でしょうか。 

 それは、テキストを読んでみてく

ださいね。 

 テキストでは,ピョンチャン冬季オリンピックに出場

できなかった「下町ボブスレー」の記事(毎日新聞)

と、日経新聞の「サバで漁業活性化」というちょっと

共通性のわからない二つの記事が取り扱われていま

す。 
 

 

 

注目した記事とは？！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論評「ボブスレーとサバ」 

 架空の宮西あさひ君は、役場職員という立場でこの２

つの記事についての論評をどのように書いたのでしょう

か。どこに共通点を見出したのでしょうか。 

 題名は「ボブスレーとサバ」 

意外な視点は、創造性とも深く関わり、この新聞の論

評で、批判的な思考力、創造的な思考力の思考方法が紹

介されます。そしてもう一つ大事な思考力も知ることが

できます。 

 それは、「協働的思考力」といわれるものです。クラス

では８グループに分かれて、グループでディスカッショ

ンしながら読み進めていきます。このとき、自分の意見

と他者の意見をうまく自分の思考に取り入れていくこと

が大事です。意外なヒントが、グループの仲間からもた

らされることがあるからです。 

 
 

自分の論文を書く 

 「きみろん１５」の山場は、グループのみんなが新聞を

持ち寄って、気になる記事を見つけ出す作業です。真剣

に記事を読むグループ、なぜか大騒ぎになるグループ、

自分の切り抜きを説明している人、いろんな人が出てき

ます。そして、その後、みんながコンテストの期限までに

なんとか自分の論文を書こうと集中し始めます。 

 多くは自宅のパソコンで論文を書きます。そして、Ｕ

ＳＢに入れた作品を提出すると、今度は、その論文を読

みあう生徒審査に入っていくのです。 
 


